
古代の森林の 

 

古代の森林の中で 

赤い月のものうげにもえる時に 

けだものをとらへた人間･･････ 

私の瞳はよろこびにきらめいた 

 

大きく股をひろげきつて 

お前は私の前に身を投げ出した 

私はお前に近寄つた 

お前の側にひざまづいた 

 

両手を使つて自分のからだを支へ 

お前の上にのしあがつた 

草のたれさがる影の中で 

 

声はやがて歌になつた 

流れて行く私の叫びに 

遠い赤い月はゆらゆらとまたのぼつた 

 


